
お
ん
せ
い
て
い
せ
い
　
親
に
孝
養
を
尽
く

す
意
。
冬
に
は
暖
か
く
、
夏
に
は
涼
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
に
配
慮
し
、
夜
に
は
寝
床

を
整
え
定
め
、
朝
に
は
、
ご
機
嫌
を
伺
う
。

人
の
子
た
る
者
の
礼
を
説
い
た
語
。

温定
省

お
ん
ぶ
ん
じ
が
　
態
度
や
表
情
が
温
和
で

穏
や
か
で
、
言
動
が
礼
に
か
な
っ
て
正
し

く
、
美
し
い
こ
と
。

温
文

爾
雅

お
ん
こ
ち
し
ん
　
故︵
ふ
る
︶き
を
温︵
あ
た

た
︶
め
て
新
し
き
を
知
る
。
ま
た
は
、
故

︵
ふ
る
︶き
を
温︵
た
ず
︶ね
て
新
し
き
を
知

る
。
﹁
温
﹂
は
た
ず
ね
る
と
も
読
み
、
た

ず
ね
求
め
る
意
。温

故
知
新

じ
ふ
ん
　
温
泉
や
石
油
な
ど
が
、
地
下
か

ら
自
然
に
噴
き
出
る
こ
と
。
自
然
湧
水
だ

け
で
は
な
く
、
井
戸
で
も
地
下
の
被
圧
力

が
高
け
れ
ば
、
自
然
に
噴
き
出
る
。
温
泉

界
で
は
主
に
、
人
工
的
な
井
戸
を
指
し
、

自
然
湧
水
の
温
泉
を
自
然
湧
泉
と
呼
ぶ
の

が
通
例
の
よ
う
だ
。

自
噴
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２
０
０
５
年
10
月
、
福
岡
県
太
宰
府
に
九
州
国
立
博
物
館
が

開
館
し
、
太
宰
府
天
満
宮
の
参
拝
客
が
一
層
増
え
て
き
た
。
こ

の
天
満
宮
の
近
く
に
二
日
市
温
泉
︵
次
田
の
湯
、
武
蔵
温
泉
と

も
い
う
︶
が
あ
る
。
古
く
は
大
伴
旅
人
ら
の
高
級
役
人
が
最
初

に
湯
浴
み
、
次
に
下
級
役
人
、
そ
し
て
村
人
と
順
次
時
間
制
で

入
り
、
市
も
開
か
れ
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

９
０
１
年
、
京
か
ら
左
遷
さ
れ
た
菅
原
道
真
も
、
こ
の
湯
で

安
ら
ぎ
を
得
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

研
究
所
・
八
岩
ま
ど
か
著
﹃
温
泉
と
共
同
湯
﹄︵
青
弓
社
、
１

９
９
７
︶
で
、﹁
菅
原
道
真
が
流
さ
れ
た
太
宰
府
は
温
泉
が
湧

き
、
市
が
立
っ
て
い
た
こ
と
は
偶
然
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
﹂

と
あ
る
。
木
梨
軽
太
子
は
伊
予
︵
道
後
温
泉
︶
に
、
源
頼
朝
は

伊
豆
︵
伊
豆
山
温
泉
︶
に
流
さ
れ
て
い
る
。
温
泉
は
異
界
と
の

接
点
で
、
神
も
化
け
物
も
現
れ
る
世
界
で
、
罪
人
は
こ
の
異
界

に
追
放
さ
れ
、
そ
の
罪
を
祓
う
ま
で
ヒ
ト
の
世
界
に
戻
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

温
泉
の
効
用
は
、
心
身
の
安
ら
ぎ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
あ
る

と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
い
つ
の
時
代
で
も
変
わ
る
こ
と
は
な

い
よ
う
だ
。
八
岩
ま
ど
か
著
﹃
温
泉
と
日
本
人
﹄
︵
青
弓
社
、

１
９
９
３
︶
は
、
温
泉
活
用
の
変
遷
を
論
じ
る
。
温
泉
は
寒
村

の
村
落
共
同
湯
に
始
ま
り
、
平
安
貴
族
の
バ
カ
ン
ス
︵
城
崎
温

泉
︶
、
武
田
信
玄
の
か
く
し
湯
︵
湯
村
温
泉
︶
の
傷
の
手
当
、

江
戸
城
に
運
ば
れ
武
士
達
の
ス
ト
レ
ス
解
消
︵
熱
海
の
湯
︶
、

湯
屋
︵
箱
根
温
泉
︶、
湯
女
︵
有
馬
温
泉
︶
の
流
行
な
ど
さ
ま

ざ
ま
に
利
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
明
治
時
代
に
は
ベ
ル
ツ
博
士

に
よ
る
医
療
施
設
と
し
て
見
直
さ
れ
︵
草
津
温
泉
︶、
陸
海
軍

に
よ
る
温
泉
療
養
所
︵
伊
豆
・
別
府
温
泉
︶
が
開
設
さ
れ
る
。

戦
後
は
一
泊
二
食
宴
会
が
賑
わ
い
を
み
せ
、
現
在
は
女
性
た
ち

に
よ
る
個
性
派
温
泉
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

日
本
温
泉
学
会
編
﹃
温
泉
学
入
門
﹄︵
コ
ロ
ナ
社
、
２
０
０

５
︶、
白
水
晴
雄
著
﹃
温
泉
の
は
な
し
﹄︵
技
報
堂
、
１
９
９
４
︶

は
科
学
的
に
温
泉
を
紹
介
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
は
約
２
３
０

０
の
温
泉
が
あ
る
が
、
温
泉
は
マ
グ
マ
が
地
下
を
高
温
に
し
て

湧
出
す
る
火
山
性
と
、
地
下
１
５
０
０
m
掘
削
す
れ
ば
45
度
程

の
地
下
水
が
得
ら
れ
る
地
熱
に
よ
る
非
火
山
性
に
分
け
ら
れ
る
。

近
年
、
ボ
ー
リ
ン
グ
技
術
の
向
上
に
伴
っ
て
非
火
山
性
温
泉
が

増
加
し
て
い
る
。

温
泉
浴
は
温
熱
、
静
水
圧
、
浮
力
、
粘
性
、
化
学
成
分
に
よ

っ
て
、
自
律
神
経
、
内
分
泌
、
免
疫
系
を
介
し
て
体
調
を
整
え

る
効
用
を
持
つ
。
飯
島
裕
一
著
﹃
温
泉
の
医
学
﹄︵
講
談
社
・

１
９
９
８
︶、
同
著
﹃
温
泉
で
健
康
に
な
る
﹄︵
岩
波
書
店
、
２

０
０
２
︶
は
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
温
泉
地
を
訪
ね
歩
い
た

医
療
ル
ポ
で
あ
る
。
昼
神
温
泉
︵
長
野
県
︶
で
の
中
高
年
婦
人

の
温
泉
プ
ー
ル
運
動
、
湯
原
温
泉
︵
岡
山
県
︶
で
の
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
、
三
朝
温
泉
︵
鳥
取
県
︶
で
の
ぜ
ん
そ
く
等
、
多
く

の
療
法
を
紹
介
し
て
い
る
。
温
泉
療
法
は
そ
の
方
法
に
よ
っ
て

は
逆
に
疾
患
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。

著
名
な
作
家
の
温
泉
紀
行
に
つ
い
て
は
、
田
山
花
袋
著
﹃
温

泉
め
ぐ
り
﹄︵
博
文
館
新
社
、
１
９
９
１
︶、
山
口
瞳
著
﹃
温
泉

へ
行
こ
う
﹄︵
新
潮
社
、
１
９
８
５
︶、
つ
げ
義
春
著
﹃
つ
げ
義

春
の
温
泉
﹄︵
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
２
０
０
３
︶
が
あ
る
。﹃
つ

げ
義
春
の
温
泉
﹄
は
、
１
９
６
５
年
代
の
質
朴
な
湯
野
川
、
蒸

ノ
湯
、
黒
湯
、
孫
六
、
西
山
、
木
賊
等
の
東
北
地
方
の
湯
治
場

を
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
漫
画
、
エ
ッ
セ
イ
で
綴
っ
て
い
る
。
貧

乏
だ
っ
た
こ
ろ
の
つ
げ
義
春
の
生
き
方
が
、
そ
の
ま
ま
温
泉
行

に
反
映
す
る
。
湯
宿
温
泉
を
舞
台
と
し
た
男
女
の
性
を
描
い
た

﹁
ゲ
ン
セ
ン
カ
ン
主
人
﹂
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
来
の
温
泉
は
、
源
泉
掛
け
流
し
で
、
加
水
や
循
環
ろ
過
さ

せ
る
温
泉
は
皮
膚
な
ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
や
す
い
と
い
う
の

が
、
松
田
忠
徳
著
﹃
温
泉
力
﹄︵
集
英
社
、
２
０
０
２
︶、
同
著

﹃
女
性
の
た
め
の
ホ
ン
モ
ノ
の
温
泉
案
内
﹄︵
寿
郎
社
、
２
０
０

２
︶
だ
。

ま
た
、
野
口
悦
男
監
修
・
日
本
温
泉
遺
産
を
守
る
会
編
﹃
温

泉
遺
産
﹄︵
実
業
之
日
本
社
、
２
０
０
３
︶
で
は
、
源
泉
掛
け

流
し
で
あ
り
、
温
泉
施
設
が
木
造
三
階
建
て
な
ど
伝
統
的
建
造

物
、
日
常
生
活
に
密
着
し
て
い
る
と
い
う
三
条
件
を
満
た
し
た

温
泉
を
﹁
温
泉
遺
産
﹂
だ
と
定
義
す
る
。

全
国
の
温
泉
地
は
戦
後
経
済
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
浮
き
沈

水の文化書誌 《温泉》m



せ
ん
せ
き
こ
う
こ
う
　
自
然
や
山
水
の
中

で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
非
常
に

強
い
こ
と
。
泉
石
は
流
水
と
石
す
な
わ
ち

山
水
の
こ
と
。
膏
は
胸
の
下
の
と
こ
ろ
、

肓
は
胸
と
腹
の
間
の
薄
い
膜
、
い
ず
れ
も

病
に
な
っ
た
ら
治
る
見
込
み
の
な
い
場
所

と
さ
れ
る
。
俗
世
を
離
れ
て
山
水
の
中
で

暮
ら
し
た
い
気
持
ち
が
、
癒
し
難
い
病
気

の
よ
う
に
切
な
こ
と
。

泉
石

膏
肓

い
ん
す
い
し
げ
ん
　
水
飲
み
て
源
を
思
う
。

物
事
の
基
本
を
忘
れ
な
い
喩
え
。
ま
た
、

世
話
に
な
っ
た
人
の
恩
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

飲
水

思
源

と
く
ぎ
ょ
ぼ
う
せ
ん
　
魚
︵
う
お
︶
を
得

て
筌
︵
う
え
︶
を
忘
る
。
筌
は
や
な
、
水

中
に
沈
め
て
魚
を
捕
る
竹
製
の
籠
の
こ
と
。

目
的
を
達
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
役
に
立

っ
た
も
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
。

得
魚

忘
筌

お
ん
わ
　
気
候
が
暖
か
く
の
ど
か
な
こ
と
。

暖
和
。
穏
和
＝
お
だ
や
か
で
事
を
荒
立
て

な
い
こ
と
。温

和
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み
は
厳
し
く
、
あ
る
温
泉
地
で
は
温
泉
を
生
か
す
地
域
づ
く
り
、

町
お
こ
し
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
。
女
性
に
人
気
の
あ
る
由
布

院
温
泉
も
、
１
９
６
０
年
代
は
、
わ
ず
か
な
湯
治
客
を
受
け
入

れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
日
帰
り
客
も
含
め
て
年
間

３
８
０
万
人
が
訪
れ
る
。
木
谷
文
弘
著
﹃
由
布
院
の
小
さ
な
奇

跡
﹄︵
新
潮
社
、
２
０
０
４
︶
で
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
温
泉

地
に
成
長
し
た
秘
密
が
読
み
取
れ
る
。
地
元
の
若
手
を
中
心
に

﹁
地
域
が
よ
く
な
ら
な
い
く
て
は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

い
。
地
域
あ
っ
て
こ
そ
観
光
地
業
は
成
り
立
つ
﹂
と
、
生
活
文

化
観
光
地
の
精
神
を
貫
い
て
き
た
。
古
い
慣
習
を
破
り
、﹁
湯

布
院
映
画
祭
﹂﹁
ゆ
ふ
い
ん
音
楽
祭
﹂﹁
牛
喰
い
絶
叫
大
会
﹂
等

を
開
催
し
、
マ
ス
コ
ミ
に
大
い
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
湯
布
院

に
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き
は
、
町
ぐ
る
み
の

運
動
で
阻
止
し
た
。
さ
ら
に
１
９
７
１
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ

ー
デ
ン
ヴ
ァ
イ
ラ
ー
等
の
健
康
保
養
地
を
50
日
間
も
訪
れ
、
町

に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
緑
、
空
間
、
静
け
さ
の
３
要
素
で
あ

る
こ
と
を
学
び
、
そ
の
こ
と
を
今
日
ま
で
由
布
院
温
泉
の
ま
ち

づ
く
り
の
哲
学
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
は
多
く
の
観
光

客
で
静
け
さ
が
脅
か
さ
れ
、
模
索
は
続
く
。

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
黒
川
温
泉
は
久
住
と
阿
蘇
の
中

間
地
に
位
置
す
る
。
熊
本
日
日
新
聞
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
編

﹃
黒
川
温
泉
−
﹁
急
成
長
﹂
を
読
む
﹄︵
熊
本
日
日
新
聞
社
、
２

０
０
０
︶
に
よ
る
と
、
24
の
旅
館
主
た
ち
は
由
布
院
温
泉
に
学

び
﹁
自
分
の
旅
館
だ
け
良
く
し
よ
う
と
し
て
も
、
黒
川
は
良
く

な
ら
な
い
。
黒
川
全
体
の
魅
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

と
、
地
域
づ
く
り
に
共
同
体
意
識
が
大
切
な
こ
と
に
気
づ
く
。

そ
し
て
、
川
沿
い
に
露
天
風
呂
を
造
り
、
そ
の
周
囲
に
雑
木
の

植
林
を
ほ
ど
こ
し
、
看
板
な
ど
人
工
的
な
も
の
は
全
て
撤
去
し
、

桃
源
郷
の
よ
う
な
情
緒
あ
る
景
観
を
創
り
だ
し
た
。
黒
川
温
泉

の
旅
館
に
は
、
不
思
議
と
入
り
婿
が
多
い
。
温
泉
経
営
に
適
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

１
９
４
８
年
︵
昭
和
23
︶﹁
温
泉
法
﹂
が
制
定
さ
れ
た
。
こ

の
法
律
は
定
義
、
保
護
、
利
用
に
関
す
る
規
定
が
主
で
、
温
泉

の
権
利
関
係
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と
、
北
條
浩
著
﹃
温
泉
の

法
社
会
学
﹄
︵
御
茶
ノ
水
書
房
、
２
０
０
０
︶
は
指
摘
す
る
。

村
落
共
同
体
湯
と
し
て
温
泉
は
発
足
し
た
こ
と
か
ら
、
旧
慣
温

泉
権
に
お
け
る
権
利
に
つ
い
て
明
確
に
し
、
こ
の
よ
う
な
温
泉

権
は
村
落
者
全
員
が
利
用
し
、
支
配
し
て
い
る
場
合
は
総
有
と

認
め
る
べ
き
だ
と
論
じ
る
。

さ
ら
に
、
松
田
忠
徳
ほ
か
著
﹃
温
泉
の
未
来
﹄︵
く
ま
ざ
さ

出
版
社
、
２
０
０
５
︶
に
は
、
１
９
５
５
年
︵
昭
和
30
︶、
城

崎
温
泉
で
の
内
湯
が
認
め
ら
れ
る
判
決
が
下
さ
れ
、
温
泉
が
地

域
財
産
権
か
ら
個
人
財
産
権
へ
移
行
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
こ

れ
以
降
、
泉
源
枯
渇
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
が

問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
回
復
策
に
つ
い
て
提
言

す
る
。

ウ
ラ
デ
ィ
ミ
ー
ル
・
ク
リ
チ
ェ
ク
著
﹃
世
界
温
泉
文
化
史
﹄

︵
国
文
社
、
１
９
９
４
︶
は
、
古
代
ロ
ー
マ
、
エ
ジ
プ
ト
、
ロ

シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の
温
泉
を
概
観
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

温
泉
地
は
キ
リ
ス
ト
教
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
、
石
の
浴
室
に

お
け
る
療
養
方
法
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
池
内
紀
編
著
﹃
西

洋
温
泉
事
情
﹄︵
鹿
島
出
版
会
、
１
９
９
８
︶
に
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
中
心
に
ト
ル
コ
や
東
欧
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ま
で
の
温
泉

を
め
ぐ
る
。
い
ず
れ
も
豪
華
な
石
造
り
の
ホ
テ
ル
は
森
に
囲
ま

れ
、
長
逗
留
の
保
養
客
が
多
い
。
温
泉
地
を
巡
り
な
が
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
建
築
史
も
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

終
わ
り
に
、
竹
国
友
康
著
﹃
韓
国
温
泉
物
語
﹄︵
岩
波
書
店
、

２
０
０
４
︶
で
、
日
朝
沐
浴
の
文
化
を
た
ど
っ
て
み
る
。
日
本

人
が
前
を
タ
オ
ル
で
隠
し
て
入
る
作
法
は
江
戸
時
代
の
男
女
混

浴
に
由
来
す
る
。
韓
国
の
人
は
前
を
隠
さ
な
い
。
儒
教
精
神
が

強
く
、
混
浴
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
脱
衣
し
た
と
き
異
性

の
視
線
を
意
識
す
る
こ
と
が
な
く
、
隠
す
必
要
は
な
く
な
っ
た

と
あ
る
。

以
上
、
日
本
、
西
欧
、
韓
国
と
温
泉
文
化
に
つ
い
て
概
観
し

て
き
た
。﹁
城
の
崎
の
湯
に
浴
む
と
き
は
う
つ
し
世
の
愁
ひ
か

な
し
み
す
べ
て
わ
す
る
る
﹂
と
吉
井
勇
は
詠
っ
て
い
る
。
こ
の

安
ら
ぎ
は
万
人
共
通
の
感
情
で
あ
ろ
う
。
こ
の
感
情
が
あ
る
限

り
、
温
泉
文
化
は
発
展
し
て
い
く
に
ち
が
い
な
い
。




